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[Abstract] Gaia EDR3 のデータを用いてM31の固有運動を求めた。サンプル星の選出、M31の内部運動補正、QSO
による原点補正、太陽運動補正などを経て得られたMWに対するM31の運動は、RA方向42.2±39.3km/s、Dec方向
−59.4±30.3km/sのほぼ radial motion を示しており、以前のHSTによる測定と(より高い精度で)Consistentであった。
また、M31の星を青い星、赤い星に分けた時、赤い星は青い星に比べ大きな固有運動を持つことも分かった。

[Goal] M31の固有運動を精度よく求める [Originality] GaiaEDR3の利用

[Logic]サンプル星の選出:

M31内部運動の補正: HI観測を使ってM31回転モデルを作成し内部運動を補正して使う
導出手法:サンプル星に対して以下の尤度を使ってMCMCで解を求める

結果:
- M31から20度以内にあるQSOを使い固有運動の原点オフセットを補正
- さらに標準的な太陽運動を補正してMWに対するM31の固有運動を求める(Tab.5, Fig.6)
- 以前HSTによって求められた値と一致し、radial motionを支持している
Discussion:
- 赤い星については青い星と違いDec方向にかなり大きな固有運動を持つ。
- Control FieldやGalacticモデルからは、赤いサンプルには前景星の混入が

30-40％ある。しかしM31領域では2者に比べて固有運動が有意に大きい。
- Extinctionの場所ごとの違い? Streamが重なっている?

[Comment]
・青サンプルはContaminationも少なく、結果は信頼できそう
・赤サンプルは後退速度情報があると手がかりが得られるか（PFSに期待）？
確実になる
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